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今
年
の
調
査
（
第
三
十
五
次
調

査
）
は
、
五
月
二
十
五
日
か
ら
九

月
三
十
日
ま
で
、
遺
跡
西
部
に
あ

る
西に
し
も
り
ど

盛
土
で
行
い
ま
し
た
。
縄
文

時
遊
館
の
北
側
に
調
査
区
を
設
定

し
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
西
盛
土

の
南
東
部
分
を
詳
し
く
調
べ
ま
し

た
。

盛も
り
ど土
と
は
？

　

三
内
丸
山
遺
跡
で
は
、
一
定
の

範
囲
に
土
や
さ
ま
ざ
ま
な
道
具
が

捨
て
ら
れ
続
け
た
結
果
、
小
山
の

よ
う
に
盛
り
上
が
っ
た
場
所
を
盛

土
と
呼
ん
で
い
ま
す
。西
盛
土
は
、

平
成
六
年
に
実
施
し
た
試
掘
調
査

で
見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
調
査
か
ら
、
遺
跡
内
に
あ
る
盛

土
の
中
で
、
最
も
広
い
面
積
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、西
盛
土
が
作
ら
れ
た
年
代
は
、

地
層
に
含
ま
れ
る
土
器
の
特
徴
な

ど
か
ら
、
縄
文
時
代
前
期
末
（
約

五
〇
〇
〇
年
前
）
〜
中
期
末
（
約

四
〇
〇
〇
年
前
）
に
か
け
て
の
約

一
〇
〇
〇
年
間
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。

範
囲
の
確
認

　

昨
年
の
調
査
で
、
西
盛
土
の

範
囲
は
東
西
約
六
〇
ｍ
、
南
北

一
二
〇
ｍ
以
上
に
達
す
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

丘き
ゅ
う
り
ょ
う陵
の
一
番
高
い
と
こ
ろ
で
見
つ

か
っ
て
い
た
道
路
跡
の
周
辺
と
ム

ラ
の
中
心
部
に
面
し
た
東
側
の
ゆ

る
や
か
な
斜
面
を
発
掘
し
、
西
盛

土
の
東
側
部
分
の
広
が
り
を
調
べ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
丘
陵
東
側

に
位
置
す
る
ゆ
る
や
か
な
斜
面

か
ら
、
盛
土
を

特
徴
づ
け
る
赤

土
（
ロ
ー
ム
）

と
土
器
を
含

ん
だ
地
層
が
、

約
一･

五
ｍ
の

厚
さ
で
堆
積
し

て
い
る
こ
と
が

新
た
に
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
見
つ
か
っ
た
盛

土
の
地
層
は
、
一
昨
年
に
調
査
し

た
中
心
部
と
は
異
な
り
、
木
炭
や

焼
け
土
が
ほ
と
ん
ど
混
じ
っ
て
い

ま
せ
ん
。
地
層
の
中
か
ら
、
中
期

初
頭
（
約
五
〇
〇
〇
年
前
）
〜
中

期
後
葉
（
約
四
二
〇
〇
年
前
）
の

土
器
や
石
器
、
三さ
ん
か
く
け
い
ど
せ
い
ひ
ん

角
形
土
製
品
が

出
土
し
ま
し
た
。

墓
と
の
関
係

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
、
西
盛

土
か
ら
子
ど
も
の
墓
（
埋ま
い
せ
つ設
土ど

器き

）
が
多
数
見
つ
か
っ
て
い
ま
し

た
。
今
回
の
調
査
で
も
、
子
ど
も

の
墓
が
二
ヶ
所
で
見
つ
か
り
ま
し

た
。
西
盛
土
は
、
お
墓
を
作
る
場

所
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
丘
陵
の
一
番
高
い
と

こ
ろ
の
東
側
、
西
盛
土
の
南
東
の

端
付
近
で
は
、
新
た
に
大
人
の
墓

が
一
ヶ
所
見
つ
か
り
ま
し
た
。
す

で
に
丘
陵
の
一
番
高
い
と
こ
ろ
の

西
側
で
は
、
大
人
の
墓
が
南
北
に

並
ぶ
様
子
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
東
側
に
も
お
墓
の
列
や
道

路
跡
が
見
つ
か
る
可
能
性
が
出
て

き
ま
し
た
。

土
は
ど
こ
か
ら
運
ば
れ
た
？

　

西
盛
土
の
南
の
端
付
近
に
は
、

地
面
を
削
っ
て
作
ら
れ
た
道
路
跡

が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の

調
査
で
は
、
道
路
を
作
る
際
に
削

り
取
ら
れ
た
土
に
関
す
る
デ
ー
タ

を
集
め
、
盛
土
に
含
ま
れ
て
い
る

赤
土
（
ロ
ー
ム
）
と
比
較
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
盛
土
の
地
層
に

は
、
道
路
を
造
っ
た
際
に
削
り
取

ら
れ
た
土
と
同
じ
性
質
の
土
の
塊
か
た
ま
り

が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
の
調
査

で
発
見
さ
れ
た
、
木
炭
や
焼
け
土

を
ほ
と
ん
ど
含
ま
な
い
盛
土
の
地

層
は
、一
度
に
大
量
の
赤
土（
ロ
ー

ム
）
が
ま
と
め
て
捨
て
ら
れ
た
特

徴
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
層

の
堆
積
に
大
規
模
な
土
木
作
業
か

ら
の
影
響
が
考
え
ら
れ
、
西
盛
土

の
成
り
立
ち
を
解
明
す
る
上
で
、

貴
重
な
手
掛
か
り
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
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第
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五
次
発
掘
調
査
の
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?

?

縄文時遊館

旧
展
示
室

第35次
発掘調査現場

平成23年度　第２回企画展

ミニチュア土器コレクション
　平成23年11月26日（土）から平成24年２月26日
（日）まで、第２回企画展として「ミニチュア土
器コレクション」を開催しています。
　三内丸山遺跡からは、2500点を超える多量のミ
ニチュア土器が出土しており、日本最多の可能性
があります。
　この企画展では、ミニチュア土器にクローズ
アップし、展示を行っています。

【新たに確認された盛土の地層】

【西盛土から出土した土器】

【大人の墓の調査状況】

【盛土の地層が新たに発見された地点】
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特
別
史
跡
三
内
丸
山
遺
跡
を
は

じ
め
と
す
る
「
北
海
道
・
北
東
北

を
中
心
と
し
た
縄
文
遺
跡
群
」
の

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
、
縄
文

遺
跡
群
世
界
遺
産
登
録
推
進
本
部

（
北
海
道
、
青
森
県
、
岩
手
県
及

び
秋
田
県
並
び
に
関
係
市
町
で
構

成
）
で
は
、
去
る
九
月
二
十
四
日

（
土
）、
国
内
外
の
専
門
家
を
招
い

て
青
森
市
内
で
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
ま
ず
、

文
化
庁
記
念
物
課
世
界
文
化
遺

産
室
の 

園
邊 

邦
輝 

室
長
補
佐
よ

り
、
世
界
遺
産
登
録
ま
で
の
流
れ

や
世
界
遺
産
登
録
の
近
年
の
動
向

に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
、そ
の
後
、

ジ
ョ
ン
・
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン 

グ
ア

ム
大
学
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
研
究

セ
ン
タ
ー
長
よ
り
「
海
外
か
ら
見

た
縄
文
文

化
」
に
つ

い
て
、
ま

た
、
ダ
グ

ラ
ス
・
コ

マ
ー 
国
際

記
念
物
遺
跡
会
議
（
イ
コ
モ
ス
）

考
古
学
遺
産
管
理
委
員
会
共
同
委

員
長
よ
り
「
市
民
参
加
に
よ
る
遺

跡
の
保
存
管
理
計
画
」
に
つ
い
て

発
表
（
報
告
）
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ジ
ョ
ン
・
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
氏

は
、「
外
国
の
遺
跡
群
と
比
べ
て
、

た
く
さ
ん
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
。」
な
ど
の
感
想
を
述
べ
、

ま
た
、
ダ
グ
ラ
ス
・
コ
マ
ー
氏

は
、「
世
界
遺
産
登
録
の
た
め
に

は
、
遺
跡
を
開
発
な
ど
か
ら
守
る

緩か
ん
し
ょ
う衝
地
帯
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

外
側
に
住
ん
で
い
る
人
な
ど
へ
も

配
慮
が
必

要
。
地
元

の
関
係
者

全
て
を
巻

き
込
ん
で

の
活
動
が

必
要
で
あ
る
。」
な
ど
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

国
内
の
専
門
家
か
ら
は
、
縄
文

遺
跡
の
保
護
や
活
用
事
例
の
紹

介
、
縄
文
文
化
と
は
ど
う
い
う
も

の
な
の
か
な
ど
の
発
表
が
あ
り
、

さ
ら
に
岡
田
康
博
青
森
県
教
育
庁

文
化
財
保
護
課
長
か
ら
四
道
県
が

共
同
で
進
め
て
い
る
世
界
遺
産
登

録
推
進
の
取
組
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ま

と
め
と
し
て
、
縄
文
遺
跡
群
世
界

遺
産
登
録
推
進
専
門
家
委
員
会
委

員
長
の
菊
池 

徹
夫
氏
が
「
海
外

の
専
門
家
か
ら
勇
気
を
も
ら
っ
た

が
世
界
遺
産
登
録
へ
の
ハ
ー
ド
ル

は
ま
だ
高
い
。
我
々
専
門
家
は
手

伝
い
は
で
き
る
が
、
一
番
の
力
の

源
は
地
元
の
皆
さ
ん
。
登
録
に
向

け
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。」

と
参
加
者
に
呼
び
か
け
て
い
ま
し

た
。

  

十
月
十
五
日
（
土
）
〜
十
六

日
（
日
）、「
三
内
丸
山
縄
文
秋
祭

り
」
が
開
催
さ
れ
、
二
日
間
で
約

四
一
〇
〇
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

  

人
気
の「
縄
文
パ
ノ
ラ
マ
ビ
ュ
ー
」

で
は
、
多
く
の
方
々
が
高
所
作
業

車
で
十
五
ｍ
の
高
さ
に
の
ぼ
り
、

遺
跡
全
景
や
遠
く
八
甲
田
山
系
の

紅
葉
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
一
日
ま
る
ご
と
縄
文

体
験
」
と
し
て
、
イ
ノ
シ
シ
の
骨

針
で
の
刺
し
ゅ
う
、
ペ
ン
ダ
ン
ト

作
り
、
火
起
こ
し
体
験
、
丸
太
割

り
体
験
な
ど
縄
文
生
活
を
楽
し
く

体
験
し
ま
し
た
。

  

大
型
竪
穴
住
居
で
は
壺つ
ぼ

打
楽
器

ウ
ド
ゥ
や
ジ
ャ
ン
ベ
太
鼓
の
演
奏

会
が
あ
り
、
多
く
の
方
が
演
奏
に

耳
を
傾
け
、
実
際
に
楽
器
を
手
に

し
た
り
し
ま
し
た
。

  

そ
の
他
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
が
行

わ
れ
、
全
問
正
解
の
子
ど
も
た
ち

が
景
品
を
も
ら
い
喜
ん
で
い
ま
し

た
。

  

九
月
十
七
日
（
土
）
〜
十
九
日

（
月
）、
三
内
丸
山
遺
跡
に
お
い
て

「
縄
文
大
祭
典
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
三
日
間
で
約
七
七
〇
〇
人

が
訪
れ
ま
し
た
。

  
「
縄
文
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」「
縄

文
宵
待
ち
フ
ォ
ー
ラ
ム
」「
お
月

見
コ
ン
サ
ー
ト
」「
体
験
学
習
」「
縄

文
楽
ら
く
市
」
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
十
三
回
目
と
な
っ

た
「
お
月
見
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
、

雨
の
た
め
縄
文
時
遊
館
「
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
」
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
お
月
見
の
な
い
コ
ン

サ
ー
ト
で
し
た
が
、
四
百
人
の
観

客
で
ホ
ー
ル
が
い
っ
ぱ
い
と
な

り
、
盛
り
上
っ
て
い
ま
し
た
。

  

ま
た
、
十
八
日
〜
十
九
日
は
、

縄
文
な
り
き
り
キ
ャ
ン
プ
も
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
悪
天
候
の
た
め
、

縄
文
時
遊
館
内
に
九
家
族
が
テ
ン

ト
を
設
営
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
魚

釣
り
体
験
」「
縄
文
料
理
体
験
」

な
ど
縄
文
人
に
な
り
き
っ
て
縄
文

生
活
を
満
喫
し
ま
し
た
。

  

三
内
丸
山
遺
跡
で
は
、
来
年
二

月
十
八
日（
土
）〜
十
九
日（
日
）、

恒
例
の「
三
内
丸
山
縄
文
冬
祭
り
」

を
開
催
し
ま
す
。

  

人
気
の
「
大
型
ス
ベ
リ
台
」、「
雪

だ
る
ま
広
場
」、「
縄
文
グ
ッ
ズ
作

り
」
な
ど
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

雪
に
お
お
わ
れ
た
真
っ
白
な
遺

跡
で
み
な
さ
ん
思
い
思
い
の
足
跡

を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

詳
し
い
内
容
は
後
日
、
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま

す
。

縄
文
遺
跡
群
世
界
遺
産

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

四
季
の
縄
文
Ｄ
Ａ
Ｙ

「
三
内
丸
山
縄
文
秋
祭
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

「
縄
文
大
祭
典
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

四
季
の
縄
文
Ｄ
Ａ
Ｙ

「
三
内
丸
山
縄
文
冬
祭
り
」

を
開
催
し
ま
す

三内丸山遺跡のご案内

休館日 見学料
12月30日～１月１日 無料
開館時間
10月～５月は９時～17時
（入場は閉館の30分前まで）
さんまるミュージアムの定時案内
10：50～、13：50～の２回行っています
（所要時間約20分）
ボランティアガイドの定時案内
１回目は９時15分から
その後は10時から１時間ごと、最後は15：30から
見学の問い合わせ先
017－766－8282（三内丸山応援隊）
交通機関
□青森市営バス
JR青森駅から⑥番乗り場
「運転免許センター」行き
三内丸山遺跡前で下車　料金300円　約20分
□ねぶたん号
JR新青森駅南口から左回り乗車
三内丸山遺跡前で下車　料金200円　約10分

【シンポジウムのようす】

【ジョン・ピーターソン氏】【ダグラス・コマー氏】

【縄文パノラマビュー】

【お月見コンサート】


